
この事業では、施設の整備段階から、市民のみなさんと行政が新しい施設の活用方法や地域の価値・課題などについてとも
に考えていく場として、小千谷リビングラボ「at！おぢや」を立ち上げ、継続的な活動を通じてオープン後の施設活用と中心
市街地の活性化につなげていくことを目指しています。

第10回では、施設内の様々な活動を行うことができる空間「アンカー」のうち 、「食アンカー」（カフェ機能）と、「発
＋作アンカー」（デジタルものづくり工房）について、その概要をご紹介したのち、それぞれ関心のあるアンカーの具体的な
活用を、プロジェクト（イベント）の企画書として考えるワークショップを行いました。

まちと公共施設の未来をともに創造する

小千谷リビングラボ

第10回 「at！おぢや」
開催報告

概 要

実施日時 ： 令和 4 年 10 月 2 日（日）13 時 30 分～16 時 30 分

実施会場 ： 総合産業会館サンプラザ 3階大ホール

参加者 ： 46名
・一般参加者（27名）
・小千谷市役所職員
・㈱国際開発コンサルタンツ（IDEC） ※設計者の協力会社
・アカデミック・リソース・ガイド㈱（arg） ※施設運営準備支援業務受託者

配付資料 ： ・第10回小千谷リビングラボ「at！おぢや」「まちと公共施設の未来をともに創造する」
・「発＋作アンカー、食アンカーでのプログラムの企画書をつくろう」参照資料
・図書館等複合施設内のカフェの運営等に係るサウンディング型市場調査（対話） 結果概要
・実施設計資料

施設づくり、まちづくりに

参加しませんか

未来の体験を想像しよう！



1. 事業についての説明：小千谷市 （13:30～13:45）

小千谷市職員から、図書館等複合施設整備事業の概要や、これまでの経緯、

施設やこの事業全体で目指しているものを、自身のこれまでのエピソードや想いとともに

参加者のみなさんへ共有しました。



2. リビングラボについて・オリエンテーション：arg・IDEC （13:45～14:10）

施設運営準備支援業務受託者のアカデミック・リソース・ガイド㈱（arg）から、

小千谷リビングラボ「at！おぢや」のこれまでの振り返りや現在動いている取り組みについて紹介しました。

併せて、設計者の協力会社である㈱国際開発コンサルタンツ（IDEC）とargから、

「食アンカー」（カフェ機能）と、「発＋作アンカー」（デジタルものづくり工房）の概要紹介を行ったのち、

対話「企画書をつくる」手順の説明を行いました。



参加者のみなさんにそれぞれ「発＋作アンカー」（デジタルものづくり工房）と、「食アンカー」（カフェ機能）

どちらか関心のあるアンカーに集まってもらい、

「１資料読み込み・アイディアメモ」「２チームビルディング」「３企画書作成」というステップで

各アンカーのプログラム（イベント）企画書づくりに取り組んでいただきました。

3. グループ対話「発＋作アンカー、食アンカーでのプログラムの企画書をつくろう」 （14:10～15:45）

4. 共有 （15:55-16:25）



ワークショップ結果

今回生まれた「発＋作アンカー」（デジタルものづくり工房）の企画（1）

ひいな祭りをもっと楽しもう！ いつでもDIY まちの模型をつくる

特撮をつくろう 本づくり 読み聞かせ用大型絵本をつくる



ワークショップ結果

今回生まれた「発＋作アンカー」（デジタルものづくり工房）の企画（2）

仲間づくり・コミュニティづくり 作るを見せる、魅て創る



ワークショップ結果

今回生まれた「食アンカー」（カフェ機能）の企画（1）

優雅にアフタヌーンティーはいかが？ こども クッキング コンテスト or Party 子ども食堂、フードバンク

人口流出について＝ここに住みたい＋学力＋食 カフェ 時々 教室 からだとこころの健康カフェ



ワークショップ結果

今回生まれた「食アンカー」（カフェ機能）の企画（2）

カフェat！おぢや プチケーキフェスティバル パスタ祭り

“四季のおぢや”メニューコンテスト



「ホンダナー」は、小千谷市立図書館が、市民のみなさんと一緒に考え取り組んでいく

パイロットケースとして立ち上げた取り組みです。

一緒に書棚をつくる活動として、まずは一緒に特集本コーナーをつくることから動き出しています。

小千谷市立図書館職員と「ホンダナ―」メンバーから

その概要紹介と、取り組みの進捗報告、参加の呼びかけを行いました。

5．「ホンダナー」の活動について（報告・PR） （16:25-16:29）


